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Beyond 5G超大容量無線通信を支える
次世代エッジクラウドコンピューティング基盤の研究開発

研究概要：本委託研究では、Beyond 5G超大容量無線通信を支える次世代エッジクラウドコンピュー
ティング基盤の開発を行う。日本の強みであるマルチコアファイバ技術を導入して、高速大容量データ転送を
可能とする革新的かつ国際競争力の高いハードウェア技術を開発する。さらに、これら新たなハードウェア技
術を基盤として、多種多様なサービスに対応可能な高機能エッジクラウド情報処理基盤の研究開発を行い、
Beyond 5G における超大容量無線通信、高信頼・極低遅延、超大量端末同時接続を最大限に発揮
する将来のCyber-Physical System実現に貢献する。
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